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大きな成果をあげ、学校評議員会が終了！！
信頼される開かれた学校づくりをめざし、学校関係者評価を実施

去る１月３０日（木）、第３回学校評議員会を開催しました。
今回の学校評議員会では、教職員による学校評価結果及び保護者・児童アンケート

結果をもとに、「学校関係者評価」（学校評議員・ＰＴＡ会長・学校支援ボランティア
代表）を行い、大変貴重なご意見をいただき、平成２６年度の学校運営に向けての展
望を持つことができました。そして、下記の事項について、全教職員で共通理解を図
りました。子ども達にとってさらに、楽しく居がいのある学校をめざして２６年度も
がんばっていきたいと思います。保護者の皆様もご協力をよろしくお願いいたします。
評議員の皆様には１年間本当にお世話になりました。ありがとうございました。

学校関係者評価を受けての学校の改善策等
（１）教育目標について
・昨年度新しく設定したこともあり、まだまだ取り組んでいけることもあるとの先
生方の意見を踏まえ２６年度も継続していく。

・特に、ふるさと学習の充実に努め、赤麻地区のすばらしい所、栃木市のすばらし
い所について体験的に学習していく。

（２）学習指導・学級経営について
・学校課題の「確かに読み取り、自ら表現できる子どもの育成」について、読む能
力を培うための言語活動の具現化に努める。

・学業指導の充実に努め、一人ひとりを認め合い、温かな雰囲気の中で、意見や考
えを発表できるように努める。

・一人一人が主体的に思考・判断する活動の充実に努める。
・情報機器を活用し、わかる授業の推進に努める。

（３）がまん強くがんばる子の育成について
・体育の指導等において挑戦する機会の充実を図る。
・日常生活や学校行事においても指導の充実を図る。

（４）開かれた学校作りのさらなる推進
・アシストネット事業を推進し、教育活動が充実するよう学校支援ボランティアと
の連携図る。

・地域の方々が学校を大切に思い、多くの場で支援してくださっていることを機会
を捉え児童に伝えるとともに、児童に地域の方々に感謝し、地域を愛する気持ち
を育む。

・今後も学校情報の積極的な発信に努め、学校・家庭・地域との更なる連携を進め
る。

（５）学校組織の活性化
・職務を遂行するにあたり、それぞれの立場における報告・連絡・相談の徹底を図
る。

・教職員が意欲的に働けるような職場環境作りに努める。
・全教職員で全児童を支援する学校経営を行う。



とちぎ未来アシストネットを推進
☆☆学校支援ボランティアの皆様・読み聞かせの皆様

安全パトロールの皆様・地域の皆様に感謝☆☆

４日（火）にとちぎ未来アシストネット藤岡エリア地域教育協議会が藤岡公民館で
行われました。その会で、藤岡のそれぞれの学校で推進してきた、とちぎ未来アシス
トネット事業の取組の実践発表や今後の取組についての協議が行われました。２年目
ということもあり、それぞれの学校で、活動内容の充実が図られたり、質の向上が図
られたりと多くの成果が発表され、とても参考になりました。
本校でも田中地域コーディネーターさんを中心に、学校支

援ボランティアの皆様には、学校農園のさつま苗の植え付け
や家庭科のミシンの支援、４年生の昔の生活体験、６年生の
お茶の体験などたくさんの支援をしていただきました。また、
先日、１年生の昔の遊びの体験では、祖父母の皆様だけでな
く、学校支援ボランティアの皆様も多数来校してくださいま
した。一緒に活動していただき、１年生にとって、楽しく多
くのことが学べた時間になりました。
本校は、多くの地域の方がボランティアとして支援してく

ださる事により、担任だけではなかなか対応できない、子どもたち一人ひとりにきめ
細かな支援ができ、子どもたちにとって、多くの事が学べる学習が展開できています。
それだけでなく、我々教職員にとっても多くの学びの場になっています。さらに、学
校支援ボランティアの皆様方からも、「学校に来るのが楽しみで、勉強になります。」
と言っていただき、学校支援ボランティアの皆様にとっても学びの場になっているこ
とをうれしく思っています。
また、４日（火）は今年度最後の「読み聞かせ」がありました。読み聞かせボラン

ティアの皆様には、今年度は９回、朝早くから学校にお越しいただき、子どもたちの
ために、たくさんの本を読んでいただきました。子どもたちは、いつも、今日はどん
なお話なのかと読み聞かせの日を楽しみにしています。毎回、何年生だからこの本に
しようなど本を選んでいただくご苦労は大変だったと思います。皆様のおかげで本が
大好きな子どもがたくさん増えました。私も、皆様が校長室で、本についての情報交
換をされる話を聞くのが毎回、楽しみでした。本当にありがとうございました。どう
ぞ来年もよろしくお願いいたします。
登下校時の安全対策につきましては、保護者の皆様、安全パトロールの皆様には、

大変お世話になっております。まもなく平成２５年度が終了いたしますが、この一年
間、大きな事件や事故もなく、児童は毎日安全に登下校することができました。
特に、暑い中、寒い中、風雨の強い日など、どんな時も子どもたちのために、一緒

に歩いてくださった安全パトロールの皆様、本当にお世話になりました。皆様方のご
支援に対しまして、心より感謝申し上げます。
自治会長の皆様、班長の皆様には、いつも学校だよりを地域の皆様に回覧していた

だきありがとうございます。おかげで、学校での取組の様子や子どもたちの様子を地
域の皆様にお知らせすることができます。いつもお願いばかりで、お会いして感謝を
申し上げることもできず心苦しく思っております。この場をお借りしまして感謝を申
し上げます。本当にありがとうございます。
本校は実に多くの地域の皆様に、学校を支援していただいております。その支援に

心から感謝し、今後とも、学校と家庭、そして地域の皆様との連携により、子どもた
ちの学びを充実させていきたいと考えています。ご協力の程、よろしくお願いいたし
ます。


